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序
　
電
気
通
信
事
業
の
発
展
に
お
い
て
、
電
信
・
電
話
の
発
明
と
と
も
に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
に
無
線
技
術
の
開
発
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
有
線
通
信
に
よ
る
迅
速
性
（
ロ
ｓ
９
ぐ
）
、
信
頼
性
（
ｇ
Ｆ
呂
凛
）
に
加
え
て
通
信
に
機
動
性
（
ｓ
ｏ
ヴ
ヨ
ぐ
）
を
与
え
、
船
舶
通
信
、
航
空
機
通
信
を
可
能
に
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
通
信
距
離
の
飛
躍
的
拡
大
を
は
か
り
、
従
来
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に
対
抗
す
る
国
際
通
信
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、
ま
た
娯
楽
目
的
の
た
め
の
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
っ
た
商
業
放
送
を
可
能
に
し
た
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
　
本
稿
は
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
（
a
d
i
o
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
no
f
A
m
e
r
i
c
a
)
の
反
ﾄ
ﾗ
ｽ
ﾄ
法
違
反
に
強
い
疑
い
を
も
つ
米
国
下
院
の
要
請
に
も
�
づ
き
､
V
e
r
n
o
n
W
.
V
a
n
F
l
e
e
t
を
委
員
長
と
す
る
連
邦
商
業
委
員
会
(
F
e
d
e
r
a
l
T
r
a
d
e
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
に
よ
る
一
九
二
三
十
二
月
一
日
付
報
告
書
R
e
p
o
r
t
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h
e
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e
d
e
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本
報
告
書
は
、
第
一
章
、
産
業
の
発
展
、
第
二
章
、
特
許
支
配
、
第
三
章
、
回
線
協
定
、
第
四
章
、
ラ
ジ
オ
器
具
の
製
造
・
販
売
に
　
　
　
　
　
関
す
る
実
践
の
以
上
四
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
更
に
相
互
認
可
協
定
お
よ
び
回
線
協
定
に
関
す
る
厖
大
な
付
録
か
ら
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
な
お
、
こ
の
報
告
書
で
は
、
特
許
訴
訟
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
に
対
す
る
連
邦
商
業
委
員
会
の
意
見
は
表
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
下
院
が
　
　
　
　
　
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
判
断
を
下
す
た
め
の
基
礎
資
料
の
提
供
に
あ
く
ま
で
も
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
二
　
無
線
通
信
事
業
の
形
成
・
発
展
過
程
　
今
日
、
ラ
ジ
オ
産
業
は
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
巨
大
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
済
的
地
位
は
直
接
・
間
接
に
無
線
技
術
に
関
す
る
革
新
の
結
果
と
し
て
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
一
般
に
、
初
期
の
実
験
段
階
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
の
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
―
）
線
技
術
に
お
け
る
発
展
過
程
は
、
次
の
五
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
期
（
一
六
r
e
p
o
r
t
と
略
す
）
に
依
拠
し
な
が
ら
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
お
け
る
米
国
無
線
通
信
事
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
た
る
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
が
同
産
業
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
過
程
、
そ
の
際
の
特
許
支
配
戦
略
、
無
線
技
術
開
発
に
お
け
る
多
数
の
大
電
気
会
社
の
役
割
と
相
互
認
可
協
定
（
c
r
o
s
s
l
i
c
e
n
s
e
a
g
r
e
e
m
e
n
t
s
）
の
も
つ
意
義
、
国
際
通
信
事
業
支
配
の
た
め
の
諸
外
国
と
の
回
線
協
定
（
t
r
a
f
f
i
c
a
g
r
e
e
m
e
n
t
s
）
’
お
よ
び
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
心
臓
部
と
も
い
う
べ
き
真
空
管
特
許
支
配
に
よ
る
そ
の
製
造
、
販
売
活
動
の
独
占
の
様
子
な
ど
が
明
確
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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一
八
七
三
年
）
「
基
本
法
則
（
発
見
）
の
時
代
」
（
り
医
乱
o
I
b
a
s
i
cl
a
w
s
）
’
第
二
期
（
一
八
七
三
ｌ
一
八
九
六
年
）
「
（
無
線
通
信
出
現
の
）
予
言
時
代
」
（
P
e
r
i
乱
o
I
p
r
o
p
h
e
c
y
）
、
第
三
期
（
一
八
九
六
―
一
九
〇
三
年
）
「
実
用
の
た
め
の
実
験
時
代
」
（
汐
１
乱
o
f
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
a
t
i
o
no
f
a
p
r
a
c
t
i
c
a
ln
a
t
u
r
e
)
､
第
四
期
「
一
九
〇
三
Ｉ
一
九
」
二
年
）
「
船
舶
通
信
の
時
代
」
（
吻
医
乱
o
f
m
a
r
i
n
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
）
”
第
五
期
（
一
九
一
二
ｌ
一
九
一
八
年
）
「
軍
事
利
用
の
時
代
」
（
P
e
r
i
乱
o
I
m
i
l
i
t
a
r
y
　
u
s
e
)
の
以
上
五
つ
で
あ
り
、
そ
し
て
更
に
一
九
二
〇
年
以
降
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ラ
ジ
オ
放
送
の
時
代
」
（
P
e
r
i
o
d
o
I
r
a
d
i
o
b
r
o
a
d
c
a
s
t
i
n
g
）
へ
と
進
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ま
ず
第
一
期
は
、
第
一
表
に
示
し
た
ご
と
く
各
国
の
科
学
者
た
ち
に
よ
る
実
験
の
く
り
返
し
に
よ
っ
て
電
気
・
磁
力
現
象
に
関
す
る
基
本
法
則
が
発
見
さ
れ
た
時
代
で
、
一
六
○
○
年
に
出
版
さ
れ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ギ
ル
バ
ー
ト
（
W
i
l
l
i
a
m
G
i
l
b
e
r
t
)
の
著
書
D
e
M
a
g
n
e
t
e
｡
M
a
g
n
e
t
i
c
i
s
q
u
e
C
o
r
p
o
r
i
b
u
s
｡
e
t
d
e
M
a
g
n
o
M
a
g
n
e
t
e
T
e
l
l
u
r
e
｡
P
h
y
s
i
o
l
o
g
i
a
N
o
v
a
は
そ
の
先
駆
的
業
績
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
七
三
六
年
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
タ
リ
ン
（
B
e
n
j
a
m
i
n
F
r
a
n
k
l
i
n
）
に
よ
る
「
電
気
引
力
・
反
発
の
法
則
」
、
一
八
二
〇
年
の
ア
ン
ド
レ
・
マ
リ
エ
・
ア
ン
ペ
ー
ル
（
A
n
d
r
e
M
a
n
e
A
m
p
e
r
e
）
に
よ
る
電
流
が
ひ
き
お
こ
す
磁
場
形
成
に
関
す
る
法
則
（
「
ア
ン
ペ
ア
の
法
則
」
）
、
一
八
二
七
年
の
ジ
ョ
ー
ー
ジ
・
シ
モ
ン
・
オ
ー
ム
(
G
e
o
r
g
e
S
i
m
o
n
O
h
m
)
に
よ
る
電
気
抵
抗
に
関
す
る
「
オ
ー
ム
の
法
則
」
な
ど
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
、
ま
た
一
七
九
〇
年
に
は
ア
レ
ス
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ル
タ
（
A
l
e
s
s
a
n
d
r
o
V
o
l
t
a
)
に
ょ
り
最
初
の
電
池
が
発
明
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
ょ
っ
て
今
日
の
電
気
科
学
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
と
い
え
る
。
　
第
二
期
は
、
無
線
通
信
に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
電
（
磁
）
波
の
生
成
・
伝
播
に
関
す
る
基
本
法
則
の
発
見
と
実
験
が
行
わ
れ
た
時
代
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
ミ
カ
エ
ル
・
フ
ァ
ラ
デ
ー
（
M
i
c
h
a
e
l
F
a
r
a
d
a
y
)
は
、
既
に
一
八
三
一
年
ま
で
に
可
動
磁
石
が
中
空
の
線
輪
中
に
電
流
を
発
生
す
る
と
い
う
「
電
磁
誘
導
の
原
理
」
を
発
見
し
て
お
り
、
大
き
な
馬
蹄
形
磁
右
の
極
の
間
に
銅
の
円
板
を
と
り
つ
け
、
こ
の
円
板
を
一
定
の
速
度
で
回
転
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
電
池
で
得
る
電
流
と
全
く
同
一
の
性
質
を
有
す
る
電
流
を
生
じ
さ
せ
る
実
験
装
置
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
研
究
は
、
そ
の
後
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
数
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ク
ラ
ー
ク
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
（
J
a
m
e
s
C
l
e
r
kM
a
x
w
e
l
l
)
に
よ
る
一
八
七
三
年
の
電
磁
波
等
式
と
し
て
精
緻
化
さ
れ
、
更
に
こ
の
等
式
は
一
八
八
七
年
に
ド
イ
ツ
物
理
学
者
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ル
ツ
（
H
e
i
n
r
i
c
h
R
u
d
o
l
p
h
H
e
r
t
z
）
に
よ
る
実
験
に
ょ
っ
て
検
証
さ
れ
、
こ
こ
に
電
磁
波
（
ヘ
ル
ツ
波
）
の
存
在
が
広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ヘ
ル
ツ
は
次
い
で
数
フ
ィ
ー
ト
の
距
離
に
電
磁
波
を
送
る
実
験
に
も
成
功
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
将
来
、
電
磁
波
が
無
線
通
信
手
段
と
し
て
充
分
活
用
で
き
る
可
能
性
を
示
し
た
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
　
第
三
期
は
、
無
線
技
術
が
通
信
手
段
と
し
て
ど
の
程
度
実
際
に
応
用
で
き
る
か
を
決
定
す
る
た
め
に
種
々
の
実
験
が
行
わ
れ
た
時
代
で
、
同
時
に
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
非
営
利
的
な
科
学
的
研
究
か
ら
商
業
的
可
能
性
が
追
求
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
科
学
者
と
い
う
よ
り
発
明
企
業
家
タ
イ
プ
の
人
物
グ
ク
リ
エ
ル
モ
・
Ｍ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
（
G
u
g
l
i
e
l
m
o
M
.
M
a
r
c
o
n
i
)
は
そ
う
し
た
商
業
通
信
の
開
拓
者
で
あ
り
、
彼
は
二
〇
才
（
一
八
九
四
年
）
の
折
、
イ
タ
リ
ア
の
電
気
雑
誌
で
初
め
て
ヘ
ル
ツ
の
業
績
と
実
験
の
こ
と
を
知
り
、
そ
の
無
線
通
信
へ
の
実
用
化
の
完
成
に
没
頭
し
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
六
年
ま
で
に
約
三
キ
ロ
の
距
離
で
モ
ー
ル
ス
符
号
に
よ
る
言
葉
を
受
信
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
マ
ル
コ
ニ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
資
本
を
求
め
て
一
八
九
七
年
に
は
早
く
も
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
― 279 ―
コ
ニ
ー
社
（
W
i
r
e
l
e
s
s
'
i
e
l
e
g
r
a
p
h
a
n
d
S
i
g
n
a
l
　
　
C
o
m
p
a
n
y
.
一
九
○
○
年
に
そ
の
名
称
は
だ
［
a
r
c
o
r
n
'
s
W
i
r
e
l
e
s
s
T
e
l
e
g
r
a
p
h
C
o
.
（
ｒ
応
・
）
と
変
更
さ
れ
た
。
）
を
設
立
し
、
二
年
後
に
は
そ
の
子
会
社
と
し
て
米
国
最
初
の
無
線
通
信
事
業
会
社
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
（
M
a
r
c
o
n
i
C
o
.
o
f
A
m
e
r
i
c
a
）
を
設
立
し
た
。
更
に
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
大
西
洋
を
越
え
て
二
七
〇
〇
キ
ロ
も
離
れ
た
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
実
験
無
線
局
を
建
設
し
、
一
九
〇
一
年
十
月
六
日
に
は
歴
史
的
な
モ
ー
ル
ス
電
信
符
号
″
Ｓ
″
の
信
号
を
か
す
か
に
受
信
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
、
こ
れ
は
将
来
に
お
け
る
長
距
離
国
際
通
信
へ
の
道
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ル
コ
ニ
ー
の
こ
う
し
た
革
新
的
企
業
者
活
動
は
、
初
期
の
無
線
に
お
け
る
技
術
的
障
害
と
海
底
ケ
ー
ブ
ル
や
電
信
線
既
得
権
者
か
ら
の
抵
抗
に
ょ
っ
て
必
ず
し
も
良
い
成
果
を
あ
げ
得
ず
、
そ
の
点
は
第
二
表
に
示
し
た
ご
と
く
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
が
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
ず
っ
と
無
配
を
続
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
第
四
期
は
、
従
来
の
有
線
電
信
事
業
と
は
競
合
し
な
い
領
域
－
‐
す
な
わ
ち
船
舶
通
信
の
開
発
に
重
点
が
お
か
れ
た
時
代
で
あ
る
。
無
線
技
術
が
ま
だ
実
験
段
階
に
あ
る
頃
か
ら
船
舶
通
信
の
将
来
性
は
既
に
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
〇
三
年
お
よ
び
一
九
○
六
年
に
ド
イ
ツ
政
府
の
発
案
で
最
初
の
国
際
無
線
通
信
会
議
（
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
R
a
d
i
o
t
e
l
e
g
r
a
p
h
i
c
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
)
が
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
、
参
加
国
に
ょ
っ
て
次
の
ご
と
き
主
要
な
問
題
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
�
受
信
・
送
信
に
関
す
る
規
則
の
制
定
、
②
諸
国
間
の
料
金
計
算
・
徴
収
方
法
の
検
討
、
㈲
無
線
通
信
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
㈲
無
線
通
信
に
お
け
る
障
害
・
混
乱
の
除
去
、
㈲
無
線
シ
ス
テ
ム
の
相
違
を
の
り
こ
え
た
相
互
通
信
の
推
進
の
以
上
五
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
会
議
以
降
、
海
上
で
の
事
故
か
ら
人
命
を
救
助
す
る
た
め
に
は
諸
国
間
の
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
が
次
第
に
世
界
中
に
広
ま
り
、
早
く
も
一
九
〇
七
年
に
は
海
上
無
線
通
信
に
関
す
る
法
律
が
イ
ギ
リ
ス
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
も
一
九
一
〇
年
に
保
安
法
令
と
し
て
の
船
舶
無
線
法
（
回
Ｅ
ｏ
吋
｛
ｏ
｛
芯
芯
｝
が
制
定
さ
れ
、
同
法
は
「
五
〇
人
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
人
間
を
運
ぶ
船
－280 －
舶
は
、
少
く
と
も
一
〇
〇
マ
イ
ル
の
距
離
か
ら
送
受
信
で
き
る
無
線
装
置
を
備
え
ね
ば
な
い
」
と
規
定
し
、
更
に
一
九
一
二
年
に
は
そ
れ
が
客
船
の
み
な
ら
ず
荷
物
船
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
当
時
ま
で
は
ま
だ
無
線
装
備
は
「
贅
沢
品
」
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
所
有
す
る
船
舶
は
一
五
〇
〇
隻
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
八
年
に
そ
の
数
は
八
倍
の
コ
一
、
〇
〇
〇
隻
に
も
の
ぼ
り
、
ま
た
世
界
各
地
の
一
、
五
〇
〇
の
地
点
に
海
岸
無
線
局
が
相
次
い
で
建
設
さ
れ
、
船
舶
通
信
が
そ
の
後
急
激
な
進
展
を
と
げ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
傾
向
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
次
の
二
つ
の
海
難
事
故
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
最
初
の
事
故
は
、
一
九
○
九
年
一
月
二
三
日
に
ニ
ュ
ー
イ
― 281 －
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ナ
ン
タ
ケ
ッ
ト
仲
で
イ
タ
リ
ア
の
蒸
気
船
フ
ロ
リ
ダ
号
に
よ
る
豪
華
客
船
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
号
の
破
壊
で
あ
り
・
、
ま
た
第
二
の
事
故
は
、
一
九
一
二
年
四
月
一
四
日
に
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
が
北
大
西
洋
の
氷
山
に
激
突
し
て
沈
没
し
た
事
件
で
あ
る
。
だ
が
幸
い
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
無
線
技
師
ビ
ン
ス
（
J
o
h
n
R
.
B
i
n
n
s
）
お
よ
び
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
？
ｒ
ｐ
写
日
ｉ
）
ら
の
活
躍
に
よ
り
多
く
の
人
命
が
救
助
さ
れ
、
こ
こ
に
改
め
て
無
線
通
信
の
価
値
が
広
く
見
直
さ
れ
る
と
と
も
に
、
無
線
装
置
は
も
は
や
全
て
の
船
舶
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
国
際
通
信
事
業
で
は
高
い
業
績
を
あ
げ
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
か
お
る
船
舶
通
信
に
対
す
る
マ
ル
コ
ニ
ー
の
計
画
は
遠
大
か
つ
野
心
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
お
よ
び
ロ
イ
ド
海
上
保
険
会
社
と
契
約
し
て
船
舶
の
通
信
機
器
お
よ
び
海
岸
局
と
の
通
信
か
二
手
に
独
占
す
る
と
と
も
に
、
海
上
通
信
に
関
す
る
基
本
特
許
を
占
有
し
、
世
界
中
の
要
所
に
海
岸
局
を
建
設
し
、
ま
た
同
社
の
通
信
機
器
を
搭
載
し
な
い
船
舶
に
は
マ
ル
コ
ニ
ー
系
の
海
岸
局
と
の
交
信
を
拒
否
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
船
舶
通
信
の
世
界
制
覇
を
達
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
・
し
た
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
の
動
き
に
対
し
て
、
主
に
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
で
い
く
つ
か
の
競
争
企
業
が
出
現
し
、
一
九
○
三
年
に
ド
ゥ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
無
線
会
社
（
9
F
o
r
e
s
t
W
i
r
e
l
e
s
s
T
e
l
e
g
r
a
p
h
C
o
.
o
f
A
m
e
r
i
c
a
.
同
社
は
一
九
○
五
年
に
A
m
e
r
i
c
a
n
D
e
F
o
r
e
s
t
W
i
r
e
l
e
s
s
T
e
l
e
g
r
a
p
h
C
o
.
次
い
で
一
九
〇
七
年
に
U
n
i
t
e
d
W
i
r
e
l
e
s
s
T
e
l
e
g
r
a
p
h
C
o
.
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
た
）
、
一
九
一
一
年
に
無
線
開
発
会
社
（
W
i
r
e
l
e
s
s
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
C
o
.
同
社
は
後
に
F
e
d
e
r
a
l
T
e
l
e
g
r
a
p
h
C
o
.
o
f
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
と
な
る
）
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
ド
イ
ツ
で
は
一
九
〇
三
年
に
テ
レ
フ
ン
ケ
ン
無
線
電
信
会
社
（
T
e
l
e
-
f
u
n
k
e
n
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
f
i
i
r
D
r
a
h
t
l
o
s
e
T
e
l
e
g
r
a
p
h
i
e
｡
m
.
b
.
　
Ｈ
.
）
が
設
立
さ
れ
七
い
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
競
争
企
業
の
出
現
は
、
船
舶
通
信
の
開
発
に
よ
っ
て
無
線
事
業
の
商
業
的
可
能
性
が
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
後
に
お
け
る
無
線
技
術
発
展
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
た
点
は
銘
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
－282－
　
最
後
に
第
五
期
は
、
第
一
次
大
戦
前
お
よ
び
大
戦
中
の
時
期
で
、
こ
の
期
間
に
無
線
技
術
は
海
上
お
よ
び
陸
上
の
信
頼
に
足
る
長
距
離
通
信
手
段
と
し
て
一
層
の
進
展
を
と
げ
、
陸
軍
と
海
軍
、
特
に
後
者
に
と
っ
て
そ
れ
は
航
空
機
通
信
（
a
i
r
c
r
a
f
t
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
)
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も
ち
、
多
く
の
技
術
革
新
が
な
さ
れ
た
。
な
か
で
も
航
空
機
使
用
の
た
め
、
無
線
機
器
の
軽
量
化
と
高
出
力
の
送
信
器
の
開
発
が
問
題
と
な
り
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
後
に
真
空
管
の
改
良
に
よ
り
ポ
ー
ク
ブ
ル
・
ラ
ジ
オ
が
開
発
さ
れ
、
ま
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
ｗ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
E
r
n
e
s
t
F
.
W
.
A
l
e
x
a
n
d
e
r
s
o
n
)
に
よ
る
高
周
波
交
流
発
電
機
が
開
発
さ
れ
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。
　
ア
メ
リ
カ
が
一
九
一
七
年
に
参
戦
す
る
以
前
に
は
、
合
衆
国
の
無
線
事
業
は
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
独
占
的
に
支
配
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
同
社
の
最
大
の
競
争
会
社
で
あ
っ
た
。
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ワ
イ
ヤ
レ
ス
電
信
会
社
（
U
n
i
t
e
d
W
i
r
e
l
e
s
T
e
l
e
g
r
a
p
h
C
o
.
）
は
、
マ
ル
コ
ニ
ー
の
特
許
侵
犯
に
よ
り
一
九
一
二
年
に
破
産
に
お
ち
い
り
、
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
は
そ
の
競
争
者
に
属
す
る
四
〇
〇
の
船
舶
無
線
装
置
と
一
七
の
陸
上
無
線
局
を
手
中
に
お
さ
め
た
。
ま
た
大
西
洋
な
ら
び
に
太
平
洋
両
岸
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
重
要
な
海
岸
局
、
加
う
る
に
実
際
上
の
ア
メ
リ
カ
全
商
船
隊
が
同
無
線
通
信
網
の
傘
下
に
入
り
、
結
局
こ
の
会
社
は
、
▽
几
一
二
年
か
ら
戦
争
勃
発
の
丁
九
一
七
年
に
至
る
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
船
舶
通
信
業
務
の
約
九
〇
％
を
取
り
扱
う
と
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
主
要
国
間
の
帝
国
主
義
的
対
立
は
、
マ
ル
コ
ニ
ー
系
企
業
に
よ
る
世
界
各
国
の
無
線
通
信
独
占
を
長
く
は
許
さ
な
か
た
・
と
い
う
の
は
、
軍
の
通
信
も
マ
ル
コ
ニ
ー
系
企
業
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
イ
ギ
リ
ス
に
軍
事
上
の
秘
密
事
項
が
漏
洩
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
ま
ず
ド
イ
ツ
が
マ
ル
コ
ニ
ー
系
の
通
信
依
存
か
ら
離
脱
し
、
ア
メ
リ
カ
で
も
大
戦
後
、
自
国
に
よ
る
無
線
通
信
網
の
確
立
に
対
す
る
海
軍
か
ら
の
要
求
が
強
ま
り
、
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
に
か
わ
こ－283 －
る
新
し
い
企
業
の
出
現
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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〇
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三
　
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
成
立
　
電
燈
を
中
心
と
す
る
電
気
機
械
器
具
の
製
造
に
従
事
し
て
い
た
Ｇ
Ｅ
（
９
ｇ
ｌ
自
民
１
９
・
）
は
、
以
前
か
ら
無
線
分
野
に
も
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
特
許
の
多
く
が
無
線
機
器
に
も
充
分
応
用
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
同
社
の
研
究
員
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
開
発
し
た
交
流
機
は
、
出
力
二
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
一
〇
万
サ
イ
ク
ル
と
い
う
当
時
と
し
て
は
水
準
の
高
い
高
周
波
発
電
機
で
あ
り
、
長
距
離
通
信
に
極
め
て
有
用
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
機
械
は
最
初
、
一
九
一
七
年
に
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
州
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ス
ウ
イ
ッ
ク
局
に
五
〇
キ
ロ
フ
ッ
ト
で
実
験
的
に
設
置
さ
れ
、
大
西
洋
横
断
送
信
設
備
と
し
て
他
の
方
式
に
ま
さ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
次
い
で
Ｇ
Ｅ
は
、
翌
一
九
一
八
年
に
二
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
交
流
機
の
建
設
を
開
始
し
、
こ
れ
は
海
軍
の
求
め
に
応
じ
て
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ス
ウ
ィ
ッ
ク
に
同
様
に
設
置
さ
れ
、
こ
の
無
線
局
は
世
界
で
最
も
強
力
な
送
信
所
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
海
外
派
遺
事
の
み
な
ら
ず
全
水
域
の
戦
艦
と
の
交
信
も
直
接
に
可
能
と
な
っ
た
。
　
Ｇ
Ｅ
の
オ
ー
エ
ン
・
Ｄ
・
ヤ
ン
グ
（
ｏ
ｌ
口
口
・
べ
呂
品
）
が
始
め
て
無
線
に
関
係
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
が
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
交
流
機
の
独
占
的
権
利
を
得
る
た
め
交
渉
を
開
始
し
た
一
九
一
五
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
交
渉
は
イ
ギ
リ
ス
外
国
為
替
へ
の
戦
時
中
の
圧
力
の
た
め
に
一
時
中
断
さ
れ
、
休
戦
に
と
も
な
っ
て
再
び
討
議
が
再
開
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
は
、
各
一
二
七
、
〇
〇
〇
ド
ル
で
二
、
〇
〇
〇
台
の
交
流
機
の
即
金
購
入
を
提
案
し
、
更
に
独
占
購
入
を
条
件
と
し
て
一
○
○
万
ド
ル
の
特
別
配
当
金
を
付
加
支
払
う
こ
と
を
示
唆
し
た
。
丁
度
こ
の
頃
、
ス
ウ
エ
Ｌ
テ
ン
政
府
も
自
国
に
強
力
な
無
線
通
信
局
を
つ
く
る
べ
く
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
駐
米
大
使
エ
ッ
ケ
ン
グ
レ
ン
（
W
.
Ａ
.
Ｆ
.
　
　
Ｅ
ｋ
ｅ
品
ｒ
ｅ
ｎ
）
を
つ
う
・
じ
て
ア
レ
ク
サ
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ン
ダ
ー
ソ
ン
交
流
機
の
購
入
交
渉
を
開
始
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
注
文
は
た
っ
た
二
台
で
あ
っ
た
た
め
Ｇ
Ｅ
は
問
題
と
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
と
の
専
売
契
約
意
図
を
ほ
の
め
か
し
て
拒
否
の
態
度
に
出
た
。
ス
ウ
エ
九
ア
ン
大
使
は
困
惑
し
て
ア
メ
リ
カ
海
軍
少
将
ブ
ラ
ー
ド
（
肖
戸
H
.
G
.
B
u
l
l
a
r
d
）
に
調
停
を
依
頼
し
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
海
軍
を
し
て
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
の
政
策
に
疑
惑
を
い
だ
か
せ
る
発
端
と
な
っ
た
　
ア
メ
リ
カ
海
軍
省
は
協
議
の
末
一
九
一
九
年
四
月
五
日
に
Ｇ
Ｅ
首
脳
部
を
当
局
に
ま
ね
き
、
合
衆
国
内
に
お
け
る
無
線
通
信
事
業
が
外
国
系
企
業
に
ょ
っ
て
支
配
さ
れ
る
こ
と
の
脅
威
を
表
明
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
と
の
商
談
中
止
を
Ｇ
Ｅ
に
申
し
入
れ
た
。
当
時
、
Ｇ
Ｅ
の
副
社
長
と
な
っ
て
い
た
Ｏ
・
Ｄ
・
ヤ
ン
グ
は
、
国
際
通
信
手
段
と
し
て
無
線
が
極
め
て
有
用
な
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
は
持
っ
て
い
た
が
、
全
世
界
に
無
敵
を
誇
る
マ
ル
コ
ニ
ー
系
企
業
に
対
抗
す
る
こ
と
は
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
と
考
え
、
海
軍
省
の
担
当
官
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
「
貴
官
ら
は
、
当
社
に
ひ
と
つ
の
明
確
な
問
題
を
提
示
さ
れ
た
。
貴
官
ら
は
当
社
の
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
海
軍
に
は
予
算
　
　
が
な
い
た
め
当
社
の
送
信
機
は
購
入
で
き
ず
、
し
か
も
、
こ
れ
を
買
い
取
る
用
意
の
あ
る
企
業
に
は
販
売
す
る
な
と
言
わ
れ
る
。
」
　
　
「
当
社
は
、
合
衆
国
に
対
す
る
愛
国
心
が
な
い
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
貴
官
ら
は
こ
の
機
材
を
ど
う
せ
よ
と
望
ま
れ
る
の
か
。
当
社
に
と
っ
　
　
て
も
、
ま
た
国
民
に
と
っ
て
も
何
ら
の
恩
恵
に
浴
さ
な
い
所
に
棚
ざ
ら
し
に
で
も
し
て
お
け
と
言
わ
れ
る
の
か
。
」
　
　
こ
れ
に
対
し
ブ
ラ
ー
ド
は
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
な
し
た
。
　
　
「
わ
れ
わ
れ
は
何
の
代
替
案
も
持
た
ず
し
て
、
こ
の
交
渉
の
席
に
着
い
た
の
で
は
な
い
。
貴
社
が
自
力
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
さ
れ
る
か
、
　
　
さ
も
な
く
ば
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
の
子
会
社
を
設
立
さ
れ
た
ら
い
か
が
か
。
」
　
こ
う
し
た
海
軍
当
局
の
示
唆
は
、
Ｇ
Ｅ
に
自
ら
無
線
通
信
部
門
へ
の
乗
り
出
し
を
は
か
る
決
意
を
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
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社
と
の
商
談
は
直
ち
に
破
棄
さ
れ
た
。
続
い
て
海
軍
局
(
S
h
i
p
p
i
n
g
b
o
a
r
d
)
は
、
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
に
対
し
て
「
そ
の
株
式
の
五
〇
％
以
上
が
ア
メ
リ
カ
市
民
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
宣
誓
供
述
書
を
提
示
し
な
い
限
り
、
同
社
に
よ
る
海
軍
局
管
轄
の
船
舶
へ
の
無
線
装
備
を
許
可
し
な
い
」
と
の
勧
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
に
と
っ
て
実
行
不
可
能
な
事
で
あ
り
、
同
社
は
決
定
的
な
打
撃
を
受
け
身
売
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
九
一
九
年
一
〇
月
一
七
日
、
Ｇ
Ｅ
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
法
の
下
で
そ
の
子
会
社
と
し
て
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
（
R
a
d
i
o
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
o
t
A
m
e
r
i
c
a
)
を
設
立
し
、
こ
の
会
社
は
同
年
十
一
月
二
〇
日
に
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
の
全
資
産
を
受
け
継
ぎ
、
ま
た
Ｇ
Ｅ
の
開
発
し
た
無
線
通
信
関
係
の
重
要
特
許
を
全
て
保
有
し
て
、
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
資
本
に
よ
る
巨
大
無
線
通
信
会
社
が
出
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
当
初
資
本
は
二
、
〇
〇
〇
ド
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
第
一
回
の
株
主
総
会
に
お
い
て
一
挙
に
二
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル
（
一
株
額
面
五
ド
ル
、
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
株
の
優
先
株
）
に
増
加
さ
れ
、
更
に
普
通
株
（
無
記
名
、
無
額
面
株
式
）
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
株
も
同
時
に
発
行
を
予
定
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
優
先
株
二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
株
が
、
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
に
対
し
て
そ
の
資
産
、
特
許
、
暖
簾
と
の
引
替
え
に
交
付
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
外
人
持
分
証
書
」
（
f
o
r
e
i
g
n
s
h
a
r
e
c
e
r
t
i
f
i
c
a
t
e
.
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
支
配
権
を
ア
メ
リ
カ
市
民
の
手
中
に
残
す
と
い
う
プ
ラ
ー
ド
の
か
ね
て
か
ら
の
考
え
に
も
と
づ
き
、
外
人
所
有
の
株
式
数
は
全
株
式
の
二
〇
％
以
下
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
明
書
）
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｅ
は
こ
の
新
会
社
を
設
立
す
る
に
あ
た
っ
て
三
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル
（
優
先
株
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
株
）
を
出
資
し
た
が
、
そ
の
後
一
九
二
二
年
に
は
、
普
通
株
五
、
七
三
四
、
〇
〇
〇
株
、
優
先
株
三
、
九
五
五
、
九
七
四
株
が
発
行
済
み
と
な
り
、
そ
れ
は
第
三
表
に
示
し
た
ご
と
く
配
分
さ
れ
た
。
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四
　
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
に
よ
る
無
線
通
信
事
業
の
支
配
戦
略
田
　
相
互
認
可
協
定
（
C
r
o
s
s
L
i
c
e
n
s
e
A
g
r
e
e
m
e
n
t
s
)
　
以
上
の
経
過
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
、
ま
も
な
く
あ
る
困
難
な
特
許
事
情
に
直
面
し
た
。
す
な
わ
ち
、
海
軍
に
よ
る
一
九
一
九
年
の
特
許
調
査
に
お
い
て
、
当
局
に
無
線
機
器
を
納
入
す
る
会
社
の
う
ち
で
、
完
全
な
送
受
信
機
を
特
許
侵
害
な
し
に
供
給
す
る
こ
と
の
で
き
る
充
分
な
基
本
特
許
を
所
有
す
る
単
独
の
会
社
は
ひ
と
つ
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
無
線
事
業
に
お
け
る
競
争
が
整
然
と
し
か
も
安
定
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
側
に
と
っ
て
、
他
の
主
要
な
特
許
権
保
持
会
社
と
相
互
（
特
許
使
用
）
認
可
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
協
定
を
結
ん
だ
会
社
に
は
、
Ｇ
Ｅ
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
（
A
m
e
r
i
c
a
n
T
e
l
e
p
h
o
n
e
a
n
d
T
e
l
e
g
r
a
p
h
C
o
.
)
と
そ
の
製
造
子
会
社
W
E
社
(
W
e
s
t
e
r
n
E
l
e
c
t
r
i
cC
o
.
）
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
（
W
e
s
t
i
n
g
h
呂
s
e
E
l
e
c
t
r
i
ca
乱
M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
i
品
C
o
.
）
の
以
上
四
社
の
ほ
か
、
ュ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ッ
社
（
U
n
i
t
e
d
F
r
u
i
t
C
o
.
）
と
そ
の
子
会
社
の
Ｗ
ｓ
Ａ
社
(
W
i
r
e
l
e
s
s
S
p
e
c
i
a
l
t
yA
p
p
a
r
a
t
u
s
C
o
.
)
な
ど
若
干
の
企
業
が
含
ま
れ
る
。
　
以
下
、
無
線
の
技
術
開
発
に
お
け
る
各
企
業
の
役
割
、
お
よ
び
相
互
認
可
協
定
を
結
ぶ
に
至
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
事
情
等
に
つ
い
て
個
々
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
吊
Ｇ
Ｅ
　
既
述
の
ご
と
く
、
無
線
分
野
に
お
け
る
Ｇ
Ｅ
の
貢
献
は
ア
レ
ク
サ
ン
グ
ー
ソ
ン
交
流
機
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
も
う
二
方
の
無
線
技
術
の
基
礎
を
な
す
真
空
管
に
対
す
る
貢
献
も
そ
れ
に
お
と
ら
ず
重
要
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｅ
の
祖
ト
マ
ス
・
Ａ
・
エ
ジ
ソ
ン
　
（
Ｈ
回
目
ａ
ｙ
・
回
ｒ
呂
）
は
、
炭
素
に
よ
っ
て
電
球
内
面
が
黒
ず
ん
で
く
る
こ
と
を
改
良
す
る
た
め
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
ほ
か
に
第
二
の
極
を
封
入
し
た
電
球
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
が
は
し
た
く
も
エ
ジ
ソ
ン
効
果
と
呼
ば
れ
る
二
極
管
の
整
流
作
用
の
発
見
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
そ
の
後
、
Ｇ
Ｅ
の
科
学
顧
問
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ａ
・
フ
レ
ミ
ン
グ
（
J
a
m
e
s
A
.
F
l
e
m
i
n
g
)
に
ょ
っ
－289－
て
引
き
継
が
れ
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
の
顧
問
時
代
（
一
九
〇
四
年
）
に
、
高
周
波
の
振
動
電
流
を
整
流
し
て
直
流
に
変
え
る
必
要
か
ら
二
極
真
空
管
を
考
案
し
た
。
　
Ｇ
Ｅ
に
お
い
て
は
電
球
が
事
業
の
主
要
な
部
分
で
あ
っ
た
た
め
、
初
期
に
お
け
る
研
究
の
多
く
が
光
源
の
開
発
に
向
け
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
タ
ン
グ
ス
線
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
や
ガ
ス
入
り
電
球
等
が
発
明
さ
れ
た
。
し
か
し
、
無
線
が
商
業
上
大
切
な
地
位
を
占
め
る
に
し
た
が
っ
て
、
同
社
の
研
究
所
に
お
い
て
も
無
線
科
学
へ
の
貢
献
と
い
う
と
と
が
次
第
に
重
要
と
な
り
、
高
真
空
管
に
つ
い
て
の
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
ラ
ン
グ
ミ
ュ
ア
（
I
r
v
i
n
g
L
a
n
g
m
u
i
r
）
の
研
究
（
一
九
一
五
年
）
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
真
空
管
中
の
タ
ン
グ
ス
線
の
温
度
を
上
げ
れ
ば
電
子
放
出
率
が
大
と
な
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
実
際
に
温
度
を
セ
ッ
氏
三
一
〇
〇
度
以
上
に
上
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
上
で
は
タ
ン
グ
ス
線
が
急
速
に
蒸
発
し
、
真
空
管
の
寿
命
が
短
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ン
グ
ミ
ュ
ア
は
、
今
日
な
お
大
電
力
管
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
ト
リ
ウ
ム
入
り
タ
ン
グ
ス
線
陰
極
を
発
明
し
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
よ
り
寿
命
の
長
い
、
よ
り
優
れ
た
真
空
管
の
作
成
に
成
功
し
、
無
線
技
術
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
に
よ
っ
て
当
初
か
ら
所
有
さ
れ
て
い
た
特
許
の
大
部
分
は
、
い
う
・
ま
で
も
な
く
一
九
一
九
年
十
一
月
二
〇
日
に
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
の
買
収
を
通
し
て
確
保
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
重
要
な
も
の
と
い
え
ば
、
フ
レ
ミ
ン
グ
特
許
の
ほ
か
、
真
空
管
発
振
器
に
関
す
る
ヴ
リ
土
フ
ン
ド
（
V
r
e
e
l
a
n
d
)
特
許
、
空
電
除
去
装
置
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ガ
ン
ト
（
W
e
a
g
a
n
t
）
特
許
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
更
に
同
社
は
、
同
じ
日
に
Ｇ
Ｅ
と
も
相
互
認
可
協
定
を
結
び
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
特
許
を
相
互
に
排
他
的
に
利
用
す
る
権
利
を
確
保
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
協
定
を
結
ぶ
に
至
っ
た
Ｇ
Ｅ
側
の
真
の
ね
ら
い
は
、
合
衆
国
政
府
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
以
外
に
無
線
器
具
を
販
売
し
な
い
か
わ
り
に
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
も
全
て
の
器
具
を
Ｇ
Ｅ
か
ら
の
み
購
入
す
る
こ
と
－290－
に
同
意
さ
せ
、
こ
う
し
て
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
を
、
無
線
事
業
会
社
で
あ
る
と
同
時
に
Ｇ
Ｅ
の
販
売
事
業
子
会
社
と
し
て
完
全
に
系
列
化
す
る
意
図
を
充
分
に
持
っ
て
い
た
点
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
㈲
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
と
Ｗ
Ｅ
社
　
ア
メ
リ
カ
の
電
話
事
業
に
お
け
る
ほ
ぼ
独
占
的
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
ベ
ル
・
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
、
Ｗ
Ｅ
社
を
中
心
と
す
る
電
話
企
業
集
団
）
は
、
一
八
九
三
、
九
四
年
の
ベ
ル
基
本
特
許
満
了
以
後
か
ら
独
立
電
話
会
社
と
の
激
烈
な
競
争
に
直
面
し
て
い
た
。
電
話
機
器
の
賃
貸
料
は
引
き
下
げ
ら
れ
、
特
許
満
了
後
一
〇
年
目
に
当
る
一
九
○
二
年
に
は
、
独
立
系
会
社
の
電
話
機
保
有
台
数
は
ゼ
ロ
か
ら
一
〇
五
万
台
に
増
加
し
、
ベ
ル
系
の
一
三
一
万
台
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
よ
う
な
勢
力
に
成
長
し
て
き
た
。
し
か
し
、
独
立
電
話
会
社
の
多
数
は
小
企
業
で
あ
り
、
そ
の
通
話
範
囲
も
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ベ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
、
主
要
大
都
市
の
電
話
網
を
既
に
ほ
と
ん
ど
手
中
に
収
め
、
ま
た
長
距
離
回
線
に
関
す
る
重
要
特
許
の
大
半
を
所
有
し
て
い
た
た
め
独
立
電
話
会
社
系
に
く
ら
べ
て
決
定
的
に
有
利
な
立
場
に
あ
っ
た
が
、
長
距
離
回
線
の
強
味
を
ど
こ
ま
で
も
高
め
る
に
は
、
長
距
離
通
話
の
感
度
を
あ
げ
、
接
続
の
迅
速
化
を
は
か
る
な
ど
、
な
お
こ
の
面
の
技
術
的
障
害
を
こ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
い
ね
ば
Ｇ
Ｅ
に
お
け
る
技
術
革
新
が
電
球
の
改
良
か
ら
出
発
し
た
の
に
対
し
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
の
そ
れ
は
長
距
離
通
話
の
た
め
の
中
継
器
の
開
発
に
重
点
が
お
か
れ
、
そ
の
た
め
の
ピ
ュ
ー
ピ
ン
（
M
i
c
h
a
e
l
I
.
P
u
p
i
n
）
重
荷
コ
イ
ル
、
ス
ト
ロ
ー
ジ
ャ
ー
（
A
l
m
o
n
B
.
汐
ｏ
w
ｇ
ｅ
ｒ
）
自
動
交
換
機
、
ド
ウ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
（
に
Ｑ
ｙ
ツ
ａ
｛
｝
三
極
真
空
管
な
ど
の
特
許
を
次
々
に
買
収
し
、
ま
た
ｗ
Ｅ
社
の
物
理
学
者
ハ
ロ
ル
ド
・
ア
ｌ
ノ
ル
ド
（
‘
：
1
:
l
a
r
o
l
d
D
.
A
r
n
o
l
d
）
博
土
ら
の
協
力
に
よ
り
高
真
空
管
の
開
発
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
有
線
電
信
か
ら
有
線
電
話
が
発
展
し
て
き
た
よ
う
に
、
無
線
電
信
か
ら
無
線
電
話
が
発
展
し
う
・
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
自
明
の
道
理
― 291 －
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
の
設
立
以
後
、
無
線
に
お
け
る
技
術
革
新
が
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
と
げ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
は
依
然
と
し
て
無
線
電
話
の
出
現
を
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
点
は
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
に
お
け
る
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
有
能
な
経
営
者
セ
オ
ド
ア
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ヴ
ェ
イ
ル
（
T
h
e
乱
o
r
e
N
e
w
t
o
nV
a
i
l
）
社
長
の
一
九
○
七
年
に
お
け
る
フ
レ
ミ
ン
グ
に
送
っ
た
次
の
手
紙
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
　
　
「
無
線
に
関
し
て
い
え
ば
、
私
は
無
線
電
信
の
成
功
と
、
そ
れ
が
二
股
の
電
信
業
界
に
ど
れ
ほ
ど
侵
入
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
言
及
で
き
る
　
　
だ
け
で
す
。
無
線
電
信
は
困
難
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
無
線
電
話
の
途
上
に
横
た
わ
る
困
難
に
く
ら
べ
れ
ば
た
い
し
た
も
の
で
は
な
い
。
」
　
す
な
わ
ち
彼
は
、
無
線
技
術
の
無
線
電
信
に
お
け
る
将
来
性
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
無
線
電
話
へ
の
実
用
化
は
極
め
て
空
想
的
で
あ
り
、
た
と
え
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
機
能
は
せ
い
ぜ
い
電
話
線
を
通
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
所
へ
の
設
置
か
、
有
線
電
話
系
続
の
支
線
の
役
割
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
間
に
も
無
線
に
関
す
る
開
発
は
積
極
的
に
展
開
さ
れ
、
既
に
一
九
○
○
年
に
は
フ
ェ
ッ
セ
ン
デ
ン
（
P
.
A
.
F
e
f
s
e
-
n
d
e
n
）
に
よ
っ
て
距
離
一
・
六
キ
ロ
の
間
で
電
磁
波
に
よ
る
通
話
の
実
験
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
次
い
で
一
九
〇
六
年
に
三
極
真
空
管
の
発
明
を
な
し
と
げ
た
ド
ゥ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
は
、
一
九
〇
七
年
に
ド
ゥ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
無
線
電
話
会
社
（
９
F
o
r
e
s
t
R
a
d
i
oT
e
I
l
e
p
h
o
n
e
C
o
.
）
を
ア
メ
リ
カ
に
設
立
し
、
こ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
彼
の
無
線
電
話
装
置
は
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
大
平
作
演
習
に
試
験
さ
れ
、
そ
れ
は
長
距
離
通
話
手
段
と
し
て
極
め
て
有
用
な
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
が
次
第
に
強
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
更
に
ド
ゥ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
は
、
一
九
〇
八
年
に
は
故
国
フ
ラ
ン
ス
に
お
も
む
い
て
エ
ッ
フ
ェ
ル
俗
士
よ
り
ラ
ジ
オ
放
送
の
実
験
を
も
行
な
い
、
そ
の
電
波
の
一
部
は
マ
ル
セ
イ
ュ
に
お
い
て
も
受
信
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
よ
う
に
無
線
に
お
け
る
技
術
革
新
に
は
目
を
み
は
る
も
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
－292－
　
事
態
が
こ
こ
ま
で
進
展
し
て
き
て
、
さ
す
が
に
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
も
動
揺
し
た
。
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
に
と
っ
て
特
に
脅
威
に
感
じ
た
点
は
、
こ
の
よ
う
な
無
線
技
術
関
係
の
特
許
が
ど
れ
か
の
独
立
電
話
会
社
と
結
合
す
る
危
険
で
あ
っ
た
。
無
線
電
話
の
基
本
特
許
の
一
つ
ー
三
極
真
空
管
が
有
線
電
話
の
長
距
離
回
線
に
重
要
な
増
幅
中
継
手
段
と
し
て
充
分
に
役
立
つ
こ
と
は
予
想
で
き
た
が
、
も
し
そ
れ
が
他
社
に
占
有
さ
れ
た
な
ら
、
長
距
離
回
線
を
以
っ
て
群
小
独
立
電
話
会
社
を
圧
倒
し
よ
う
と
し
て
い
た
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
に
と
っ
て
は
重
大
な
事
態
が
生
ず
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
同
社
が
急
進
二
九
一
三
年
に
ド
ゥ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
特
許
を
買
収
し
、
ま
た
一
九
一
四
－
一
七
年
に
か
け
て
そ
の
他
の
特
許
買
収
に
総
額
四
〇
万
ド
ル
を
費
し
た
の
も
、
実
は
こ
う
し
た
背
景
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
が
こ
の
よ
う
な
対
応
策
を
と
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
態
は
な
か
な
か
深
刻
で
あ
っ
た
。
第
四
表
は
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
と
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
特
許
の
重
複
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
か
に
電
話
と
無
線
が
紙
一
重
の
関
係
に
あ
っ
た
か
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
事
実
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
と
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
親
会
社
Ｇ
Ｅ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
真
空
管
の
作
製
に
最
大
の
関
心
を
は
ら
っ
て
い
た
た
め
、
こ
こ
二
年
か
ら
一
〇
数
年
の
間
に
両
社
の
間
で
実
に
二
〇
回
を
下
ら
な
い
重
大
な
特
許
上
の
紛
争
を
ま
き
お
こ
す
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
遂
に
巨
大
資
本
相
互
の
間
で
な
ん
ら
か
の
妥
協
が
必
要
と
な
り
、
ひ
と
ま
ず
一
九
二
〇
年
七
月
一
日
に
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
、
そ
れ
に
Ｗ
Ｅ
社
の
三
社
の
間
で
、
「
無
線
特
許
プ
ー
ル
」
（
R
a
d
i
o
P
a
t
e
n
t
P
o
o
l
)
と
し
て
知
ら
れ
る
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
互
認
可
協
定
が
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
協
定
の
主
た
る
内
容
は
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
が
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
普
通
株
と
優
先
株
の
各
々
五
〇
万
株
－293－
を
二
五
〇
万
ド
ル
で
購
入
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
以
後
一
〇
年
間
、
両
社
は
保
有
特
許
を
使
用
料
な
し
に
相
互
に
使
用
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
は
有
線
電
話
事
業
と
電
話
回
線
に
接
続
す
る
無
線
電
話
事
業
を
独
占
的
に
行
な
い
う
・
る
こ
と
に
な
り
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
無
線
電
信
事
業
と
大
洋
横
断
無
線
電
話
事
業
の
独
占
的
権
利
を
確
保
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
社
は
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
に
向
け
て
の
有
線
通
信
機
器
を
独
占
的
に
製
造
・
販
売
し
、
Ｇ
Ｅ
も
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
用
の
無
線
機
器
お
よ
び
ア
マ
チ
ュ
ア
用
通
信
機
器
を
独
占
的
に
製
造
・
販
売
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
国
の
内
外
に
お
け
る
無
線
通
信
事
業
制
覇
の
基
盤
を
確
立
し
、
一
方
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
に
と
っ
て
は
、
無
線
電
話
事
業
に
一
部
切
り
こ
み
つ
つ
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
電
話
事
業
へ
の
進
出
を
か
ろ
う
じ
て
は
ば
み
、
ま
た
独
立
電
話
会
社
に
対
し
て
は
圧
倒
的
優
位
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
電
話
事
業
で
の
長
期
に
わ
た
る
独
占
的
地
位
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
㈲
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
　
Ｇ
Ｅ
の
最
大
の
競
争
会
社
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
は
、
そ
の
研
究
開
発
を
電
力
や
電
燈
技
術
に
し
ぼ
り
が
ち
で
、
無
線
分
野
で
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
第
一
次
大
戦
前
ま
で
は
電
力
機
器
や
電
燈
の
飛
躍
的
成
長
に
く
ら
べ
て
無
線
機
器
の
進
展
は
取
る
に
足
ら
ず
、
同
社
は
こ
の
点
か
ら
も
無
線
通
信
事
業
の
将
来
性
を
充
分
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
要
諸
で
無
線
事
業
が
急
激
な
発
展
を
示
す
に
至
り
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
も
自
衛
上
、
こ
の
分
野
へ
の
積
極
的
な
進
出
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
　
同
社
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
Ｇ
Ｅ
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
所
有
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
特
許
に
匹
敵
し
う
・
る
フ
ェ
ッ
セ
ン
デ
ン
交
流
機
特
許
を
も
つ
小
会
社
Ｉ
Ｒ
Ｔ
社
（
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
R
a
d
i
o
T
e
l
e
g
r
a
p
hC
o
.
)
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
Ｉ
Ｒ
Ｔ
社
は
そ
の
時
破
産
に
直
面
し
て
い
た
た
め
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
は
一
九
二
〇
年
五
月
二
二
日
に
二
五
〇
万
ド
ル
に
よ
― 294 ―
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っ
て
同
社
を
買
収
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
た
か
も
Ｇ
Ｅ
の
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
に
対
す
る
よ
う
な
垂
直
的
結
合
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
次
い
で
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
は
同
年
一
〇
月
五
日
に
、
再
生
お
よ
び
ス
ー
パ
ー
ヘ
テ
ロ
ダ
イ
ン
回
路
に
関
す
る
ア
ー
・
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
（
回
w
i
n
H
.
A
r
m
s
t
r
o
n
g
)
特
許
を
三
三
万
五
千
ド
ル
で
買
収
し
、
そ
れ
は
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
の
ド
ゥ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
特
許
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
も
し
特
許
訴
訟
で
の
判
決
が
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
に
有
利
に
行
な
わ
れ
た
な
ら
、
更
に
二
〇
万
ド
ル
を
支
払
う
契
約
を
な
し
た
。
こ
の
よ
う
・
に
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
が
特
許
買
収
に
多
額
の
資
金
を
投
下
し
だ
の
は
、
同
社
が
無
線
分
野
に
お
け
る
地
位
を
い
か
に
熱
心
に
強
化
し
よ
う
と
し
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
フ
ェ
ッ
セ
ン
デ
ン
や
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の
特
許
を
手
中
に
お
さ
め
て
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
は
ま
ず
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
グ
ル
ー
プ
の
無
線
特
許
プ
ー
ル
を
ゆ
さ
ぶ
る
基
盤
を
つ
く
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
不
充
分
で
あ
っ
た
。
買
収
特
許
を
基
礎
に
な
ん
ら
か
の
新
ら
し
い
有
望
な
産
業
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
は
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
グ
ル
ー
プ
と
の
取
引
に
お
い
て
後
発
企
業
た
る
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
の
条
件
を
大
い
に
有
利
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
か
く
て
同
社
の
技
師
フ
ラ
ン
ク
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
（
F
r
a
n
k
C
o
n
r
a
d
)
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
仲
間
に
送
信
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ス
・
音
楽
の
放
送
が
か
な
り
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
一
九
二
〇
年
十
一
月
二
日
に
自
ら
の
手
で
Ｋ
Ｄ
Ｋ
Ａ
放
送
局
を
作
り
、
そ
の
放
送
を
簡
単
に
受
信
で
き
る
ラ
ジ
オ
受
信
セ
ッ
ト
を
製
造
し
、
い
ち
早
く
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
へ
の
進
出
を
は
か
っ
た
。
こ
の
苦
肉
の
策
と
も
い
え
る
同
社
の
戦
略
は
、
ま
も
な
く
社
会
に
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
し
、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
放
送
局
の
設
立
が
あ
い
つ
ぎ
、
ラ
ジ
オ
放
送
は
す
ば
ら
し
い
早
さ
で
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま
さ
に
、
ラ
ジ
オ
放
送
時
代
（
P
e
r
i
乱
o
I
r
a
d
i
ob
r
o
a
d
c
a
s
t
i
n
g
）
の
幕
開
け
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
が
、
い
く
つ
か
の
基
本
特
許
の
買
収
と
新
産
業
分
野
の
開
拓
と
い
う
二
つ
の
武
器
を
基
盤
と
し
て
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
グ
ル
ー
プ
と
競
争
し
て
い
く
た
め
に
は
、
な
お
特
許
面
で
重
大
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
－296－
あ
っ
た
。
ま
た
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
側
に
と
っ
て
も
、
今
や
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
の
無
線
分
野
に
お
け
る
力
は
無
視
で
き
ず
斜
線
プ
ー
ル
ヘ
の
参
入
を
強
く
要
望
し
、
こ
う
し
て
こ
こ
に
一
九
二
Ｉ
年
六
月
三
〇
日
、
両
社
の
間
で
利
害
が
一
致
し
相
互
認
可
協
定
が
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
、
Ｇ
Ｅ
、
Ｗ
Ｅ
社
は
各
事
業
分
野
で
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
独
占
的
地
位
か
確
保
し
、
か
つ
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
の
所
有
特
許
か
自
由
に
利
用
す
る
権
利
を
得
る
か
わ
り
に
そ
の
無
線
装
置
の
四
〇
％
を
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
か
ら
、
六
〇
％
を
Ｇ
Ｅ
か
ら
購
入
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
こ
う
・
し
て
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
は
、
無
線
事
業
へ
の
参
入
と
い
う
初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
　
帥
そ
の
他
の
企
業
　
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
と
の
相
互
認
可
協
定
の
枠
は
、
他
の
企
業
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
ュ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ツ
社
は
、
中
央
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
察
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
亜
熱
帯
果
実
の
効
率
的
な
船
舶
輸
送
の
必
要
か
ら
通
信
本
業
に
参
入
し
た
が
、
そ
の
通
信
器
製
渋
子
会
社
ｗ
ｓ
Ａ
社
（
W
i
r
e
l
e
s
s
S
p
e
c
i
a
l
t
yA
p
p
a
r
a
t
u
s
C
o
.
）
の
所
有
す
る
ピ
ッ
カ
ー
ド
（
コ
・
ｒ
曼
特
許
は
鉱
石
ラ
ジ
オ
・
セ
ッ
ト
に
有
用
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
一
九
二
一
年
三
月
七
日
の
協
定
に
よ
っ
て
各
所
有
特
許
を
自
由
に
相
互
利
用
す
る
権
利
を
確
保
し
、
そ
れ
と
同
時
に
。
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ツ
社
グ
ル
ー
プ
の
通
信
業
務
を
中
・
南
米
地
域
に
限
定
し
た
。
　
こ
の
ほ
か
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
、
自
動
制
御
装
置
に
関
す
る
パ
モ
ン
ド
(
H
a
m
m
o
n
d
）
特
許
を
所
有
す
る
　
R
a
d
i
o
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g
(
い
ｏ
’
o
t
J
N
e
w
Y
o
r
k
｡
真
空
会
管
特
許
を
所
有
す
る
D
e
F
o
r
e
s
t
R
a
d
i
o
｡
T
e
l
e
p
h
o
n
e
&
T
e
l
e
g
r
a
p
h
C
o
.
太
平
洋
岸
通
信
に
お
い
て
強
い
勢
力
を
も
つ
F
e
d
e
r
a
l
T
e
l
e
g
r
a
p
h
C
o
.
o
f
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a
と
も
次
々
に
協
定
を
結
び
、
こ
う
し
て
同
社
は
、
設
立
後
わ
ず
か
Ｉ
、
二
年
の
間
に
、
そ
の
当
時
の
無
線
科
学
に
お
け
る
重
要
な
技
術
開
発
を
事
実
上
網
羅
す
る
二
、
〇
〇
〇
以
上
の
特
許
を
手
中
に
収
め
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
無
線
通
信
事
業
に
お
け
る
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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㈲
諸
外
国
と
の
回
線
協
定
（
T
r
a
f
f
i
c
A
g
r
e
e
m
e
n
t
s
）
　
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
が
、
無
線
事
業
に
お
け
る
独
占
的
地
位
を
更
に
拡
大
す
る
た
め
特
許
支
配
に
続
い
て
と
っ
た
戦
略
は
諸
外
国
政
府
お
よ
び
企
業
と
の
協
定
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
、
テ
レ
フ
ン
ケ
ン
無
線
電
信
会
社
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
社
（
C
o
m
p
a
g
n
i
e
G
e
n
e
r
a
l
e
T
e
l
e
g
r
a
p
h
i
es
a
n
s
F
i
l
)
と
の
回
線
協
定
は
特
に
重
要
で
あ
っ
た
゜
こ
れ
ら
三
つ
の
会
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
無
線
通
信
事
業
を
支
配
す
る
巨
大
企
業
で
あ
り
、
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
各
企
業
は
相
互
に
通
信
設
備
を
設
置
す
る
場
合
、
他
の
会
社
の
特
許
お
よ
び
施
設
を
独
占
的
に
使
用
す
る
権
利
を
獲
得
し
、
こ
う
・
し
て
最
初
の
国
際
無
線
カ
ル
テ
ル
が
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
最
初
の
回
線
協
定
は
、
一
九
一
九
年
十
一
月
二
一
日
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
と
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
四
五
年
一
月
一
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
の
通
信
領
域
は
大
英
帝
国
お
よ
び
西
半
球
に
お
け
る
そ
の
植
民
地
内
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
ヘ
送
信
さ
れ
る
無
線
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
全
て
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
を
通
し
て
受
信
さ
れ
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
合
衆
国
政
府
お
よ
び
著
名
な
新
聞
社
グ
ル
ｌ
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
無
線
局
を
住
設
し
、
こ
の
う
ち
新
間
社
の
も
の
は
会
員
メ
ン
バ
ー
の
み
な
ら
ず
一
語
に
つ
き
一
セ
ン
ト
で
他
の
新
間
社
に
も
公
開
さ
れ
て
い
た
。
　
次
い
で
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
、
一
九
二
〇
年
八
月
一
〇
日
に
ド
イ
ツ
の
テ
レ
フ
ン
ケ
ン
無
線
電
信
会
社
と
も
同
じ
よ
う
な
協
定
を
結
ん
だ
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ス
ラ
ビ
ィ
ー
（
Ａ
.
　
　
　
Ｓ
ｌ
ａ
ｂ
ｙ
）
と
ブ
ラ
ウ
ン
（
Ｆ
.
　
　
　
Ｂ
ｒ
ａ
ｕ
昌
の
両
者
が
相
次
い
で
無
線
電
信
方
式
を
考
案
し
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
後
押
し
を
Ａ
Ｅ
Ｇ
（
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
E
l
e
k
t
r
i
c
i
t
a
t
s
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
）
と
ジ
ー
メ
ン
ス
（
S
i
e
m
e
n
s
&
H
a
l
s
k
e
)
が
行
っ
た
た
め
、
そ
れ
は
顧
客
で
あ
る
陸
軍
と
海
軍
の
対
立
を
生
ぜ
し
め
た
。
こ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
に
対
抗
し
て
自
国
の
無
線
通
信
網
を
早
急
に
続
Ｔ
し
た
い
と
考
え
て
い
た
カ
イ
ザ
ー
・
　
｛
｝
－
訃
ａ
）
帝
は
国
社
の
合
同
を
画
策
し
、
遂
に
一
九
○
三
年
、
テ
レ
フ
ン
ケ
ン
無
線
電
信
会
社
の
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
の
敗
北
に
ょ
っ
て
同
社
の
海
外
無
線
局
は
全
て
没
収
さ
れ
た
が
、
戦
後
は
親
会
社
の
Ａ
Ｅ
Ｇ
・
ジ
ー
メ
ン
ス
と
の
協
同
で
海
外
無
線
網
の
再
建
に
の
り
出
し
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
と
の
協
定
に
ょ
っ
て
早
く
も
一
九
二
〇
年
ま
で
に
は
ナ
ウ
ェ
ー
ン
ー
ュ
ュ
ー
ョ
ー
ク
間
の
通
信
が
可
能
と
な
っ
た
。
　
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
一
九
一
〇
年
に
無
線
の
研
究
開
発
を
目
的
と
し
て
ｓ
Ｆ
Ｒ
(
i
S
o
c
i
e
t
e
F
r
a
t
a
i
s
e
R
a
d
i
o
e
l
e
c
t
r
i
q
u
e
）
が
設
立
さ
れ
、
同
社
は
既
に
一
九
一
九
年
に
は
大
西
洋
横
断
無
線
通
信
に
成
功
し
て
い
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｆ
社
は
そ
の
Ｓ
Ｆ
Ｒ
の
通
信
器
製
造
子
会
社
と
し
て
一
九
一
八
年
に
設
立
さ
れ
、
ま
た
一
九
二
〇
年
に
は
無
線
通
信
事
業
会
社
と
し
て
ラ
ジ
オ
・
フ
ラ
ン
ス
社
（
9
m
-
p
a
g
n
i
eR
a
d
i
o
t
r
a
n
c
e
）
が
設
立
さ
れ
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
二
六
日
に
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
社
、
お
よ
び
ラ
ジ
オ
・
フ
ラ
ン
ス
社
の
間
で
協
定
が
結
ば
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
パ
リ
ー
ュ
ュ
ー
ョ
ー
ク
間
の
通
信
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
に
よ
る
南
ア
メ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
国
際
無
線
事
業
の
開
発
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
と
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
は
南
ア
メ
リ
カ
に
南
米
無
線
会
社
（
S
呂
t
h
A
m
e
r
i
c
a
nR
a
d
i
o
C
o
.
)
を
設
立
し
、
共
同
で
同
地
域
に
お
け
る
無
線
事
業
の
開
発
を
計
画
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
既
に
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
が
か
な
り
の
活
躍
を
し
て
い
た
た
め
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
一
四
日
に
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
の
ほ
か
、
テ
レ
フ
ン
ケ
ン
無
線
電
信
会
社
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
社
の
四
社
の
代
表
が
パ
リ
に
集
り
、
「
西
半
球
に
お
け
る
無
線
通
信
の
モ
ン
ロ
ー
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
（
"
M
o
n
r
o
e
D
o
c
t
r
i
n
eo
f
K
a
d
i
o
U
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
i
t
h
e
W
e
s
t
e
r
nH
e
m
i
s
p
h
e
r
e
"
）
と
呼
ば
れ
る
協
定
を
結
ん
だ
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
個
別
に
無
線
局
を
建
設
す
る
こ
と
は
二
重
投
資
の
不
経
済
性
を
ま
ね
き
、
ま
た
長
距
離
国
際
無
線
通
信
用
の
電
波
に
は
制
限
が
あ
る
た
め
、
こ
の
地
域
を
四
社
協
同
で
開
発
し
よ
う
・
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
無
線
事
業
の
独
自
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
他
方
、
国
際
協
力
を
積
極
的
に
－298－
－299－
第５表　ラジオ局数 推
進
す
る
と
い
う
基
本
方
針
を
堅
持
し
つ
つ
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
日
本
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ｌ
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
多
く
の
諸
国
と
回
線
協
定
を
結
び
、
こ
う
し
て
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
も
無
線
事
業
の
支
配
領
域
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
㈲
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
製
造
・
販
売
方
式
　
第
五
表
は
、
一
九
二
一
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
の
ラ
ジ
オ
放
送
局
の
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
一
九
二
三
年
以
降
ラ
ジ
オ
放
送
は
急
速
に
普
及
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
ラ
ジ
オ
受
信
機
に
対
す
る
需
要
も
増
大
し
、
各
メ
ー
カ
ー
が
こ
の
分
野
に
い
っ
せ
い
に
殺
到
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
初
の
受
信
機
は
鉱
石
ラ
ジ
オ
で
あ
り
、
そ
の
製
造
は
い
た
っ
て
簡
単
で
資
本
力
も
必
要
と
せ
ず
、
そ
の
う
え
特
許
が
す
こ
し
も
重
要
な
障
害
と
な
ら
な
か
っ
た
た
め
群
小
企
業
が
続
出
し
、
一
九
二
四
年
に
は
そ
の
数
は
二
〇
〇
に
も
達
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
最
初
の
炭
化
珪
素
の
鉱
石
検
波
器
は
、
一
九
○
六
年
に
ド
ウ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
無
線
会
社
の
ダ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
（
Ｈ
.
Ｈ
.
　
　
　
Ｄ
ｕ
ｎ
w
ｏ
ｏ
ｄ
ｙ
）
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
、
ま
た
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
頃
に
ピ
ッ
カ
ー
ド
（
G
.
W
.
P
i
c
k
a
r
d
）
が
シ
リ
コ
ン
鉱
石
検
波
器
に
関
す
る
特
許
を
と
っ
た
時
に
始
ま
る
が
、
鉱
石
ラ
ジ
オ
製
造
業
者
は
、
鉱
石
と
し
て
用
い
得
る
物
質
が
他
に
も
種
々
あ
っ
た
た
め
こ
れ
ら
の
特
許
を
犯
す
恐
れ
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
鉱
石
ラ
ジ
オ
が
真
空
管
ラ
ジ
オ
に
移
行
す
る
に
お
よ
ん
で
、
真
空
管
に
せ
よ
回
路
に
せ
よ
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
グ
ル
ー
プ
の
特
許
プ
ー
ル
と
の
折
衝
の
必
要
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
）
生
じ
、
こ
う
し
て
多
く
の
企
業
が
資
本
上
、
技
術
上
の
負
担
に
た
え
か
ね
て
次
第
に
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
既
述
の
ご
と
く
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
グ
ル
ー
プ
の
Ｇ
Ｅ
と
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
は
種
々
の
相
互
認
可
協
定
を
通
じ
て
真
空
管
お
よ
び
他
の
無
線
器
具
に
関
す
る
主
要
特
許
の
ほ
と
ん
ど
を
支
配
し
、
そ
の
製
造
に
お
い
て
排
他
的
権
利
を
留
保
し
て
い
た
。
し
か
も
特
に
真
空
管
の
販
売
に
お
い
て
は
、
合
衆
国
政
府
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
除
い
て
全
て
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
と
そ
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
独
立
ラ
ジ
オ
・
セ
ッ
ト
製
造
業
者
は
厳
し
い
情
況
下
に
お
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
・
し
た
状
態
は
、
一
九
二
二
年
十
一
月
二
目
に
フ
レ
ミ
ン
グ
特
許
が
満
了
と
な
り
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
グ
ル
ー
プ
に
対
抗
し
て
ド
ゥ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
社
（
D
e
i
-
o
r
e
s
t
R
a
d
i
o
T
e
l
e
p
h
o
n
e&
T
e
l
e
g
r
a
p
hC
o
.
)
が
一
九
二
三
年
一
月
以
降
、
真
空
管
の
製
造
、
販
売
を
開
始
し
て
か
ら
も
あ
ま
り
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
自
社
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
に
対
し
、
一
定
の
販
売
量
を
課
し
、
他
社
の
製
品
取
扱
を
禁
じ
、
更
に
再
販
制
度
に
よ
っ
て
価
格
引
下
げ
を
お
さ
え
る
な
ど
販
売
系
列
化
を
二
層
強
化
し
、
ま
た
ド
ゥ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
社
に
対
し
て
は
特
許
訴
訟
に
よ
っ
て
対
抗
し
、
つ
い
に
一
九
二
六
年
、
同
社
は
破
産
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
、
真
空
管
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
製
造
・
販
売
分
野
に
お
い
て
極
め
て
強
力
な
立
場
に
た
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
全
て
の
競
争
会
社
を
こ
の
事
業
分
野
か
ら
閉
め
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
海
軍
を
は
じ
め
と
す
る
米
国
政
府
側
が
、
国
際
無
線
通
信
に
お
け
る
単
一
の
ア
メ
リ
カ
企
業
の
出
現
に
は
基
本
的
に
賛
成
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
更
に
真
空
管
特
許
支
配
を
通
じ
て
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
分
野
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
か
ら
、
政
府
は
お
り
あ
ら
ば
独
占
禁
止
法
の
摘
発
に
乗
り
だ
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
し
、
世
論
も
こ
れ
を
強
く
支
持
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
�
ラ
ジ
オ
受
信
機
は
電
球
と
は
異
な
り
性
能
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
た
っ
て
多
様
性
に
富
む
生
産
物
で
あ
っ
た
と
と
、
②
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
特
許
は
一
社
の
占
有
物
で
な
－300 －
く
数
社
の
寄
せ
あ
つ
め
で
あ
り
、
従
っ
て
統
制
力
が
非
常
に
弱
か
っ
た
こ
と
、
㈲
ま
た
ラ
ジ
オ
事
業
の
急
成
長
に
応
じ
て
独
立
会
社
か
ら
の
特
許
使
用
許
可
に
対
す
る
要
求
が
強
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
ょ
り
、
つ
い
に
一
九
二
七
年
お
よ
び
一
九
二
九
年
に
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
プ
ー
ル
さ
れ
た
特
許
を
二
定
額
の
ロ
イ
ア
リ
テ
ィ
ー
で
一
般
公
開
す
る
と
い
う
・
発
表
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
先
ず
受
信
機
分
野
で
い
ず
れ
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
グ
ル
ー
プ
の
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
会
社
と
な
る
フ
ィ
ル
コ
（
勺
回
・
ｏ
９
・
）
、
ゼ
ュ
ス
（
Z
e
n
i
s
R
a
d
i
o
C
o
.
)
、
エ
マ
ー
ソ
ン
　
（
E
m
e
r
s
o
n
R
a
d
i
o
&
P
h
o
n
o
g
r
a
p
hC
o
.
)
と
い
っ
た
企
業
が
相
次
い
で
出
現
す
る
契
機
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
　
　
　
（
2
2
）
の
で
あ
る
。
　
一
九
二
〇
年
お
よ
び
二
一
年
の
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
と
各
社
の
間
に
結
ば
れ
た
相
互
認
可
協
定
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
の
発
展
を
予
想
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
無
線
技
術
が
更
に
進
展
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
が
大
い
に
普
及
す
る
に
お
よ
ん
で
、
当
時
の
無
線
特
許
プ
ー
ル
で
は
裁
き
え
な
い
新
た
な
問
題
が
次
々
に
発
生
し
て
き
た
。
な
か
で
も
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
が
、
ベ
ル
・
シ
ス
テ
ム
傘
下
の
各
電
話
会
社
を
拠
点
と
し
て
ア
メ
リ
カ
全
土
に
独
自
の
放
送
綱
を
展
開
し
、
成
長
事
業
分
野
た
る
ラ
ジ
オ
放
送
独
占
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
側
は
、
先
の
協
定
に
よ
っ
て
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
が
公
共
通
信
事
業
を
独
占
す
る
こ
と
は
承
認
し
た
が
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
よ
う
な
商
業
放
送
事
業
を
行
な
う
権
利
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
結
局
、
政
府
・
民
間
か
ら
の
支
持
を
受
け
一
九
二
六
年
七
月
一
日
の
両
グ
ル
ー
プ
の
再
度
の
協
定
に
よ
っ
て
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
は
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
業
か
ら
全
面
的
に
手
を
ひ
く
こ
と
と
な
り
、
ま
た
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
側
も
Ｇ
Ｅ
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
と
の
共
同
出
資
に
ょ
り
ナ
シ
ョ
ナ
ル
放
送
会
社
(
N
a
t
i
o
n
a
l
B
r
o
a
d
c
a
s
t
i
n
g
C
o
.
）
を
設
立
し
て
放
送
網
の
一
層
の
強
化
を
は
か
り
一
応
の
結
着
を
み
た
が
、
そ
の
後
他
の
会
社
に
よ
る
一
群
の
模
倣
に
よ
る
放
送
会
社
の
開
発
が
相
次
ぎ
、
ま
た
不
況
の
は
じ
ま
り
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
き
び
し
い
状
況
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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Ｒ
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内
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同
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Ｂ
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下
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欧
米
主
要
国
に
お
け
る
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通
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産
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の
歴
史
的
考
察
』
電
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研
究
所
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昭
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四
四
年
､
一
六
五
-
一
六
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頁
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C
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(
2
0
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前
掲
書
『
電
子
工
業
史
』
一
四
六
I
一
五
六
頁
｡
 
六
(
2
1
)
t
.
i
.
U
r
e
p
o
r
t
｡p
.6
9
-
9
4
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(
2
2
)
前
掲
書
『
電
子
工
業
史
』
一
六
二
-
一
八
○
二
－
一
八
○
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
五
　
結
　
　
語
　
以
上
、
我
々
は
無
線
技
術
の
開
発
か
ら
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
に
よ
る
米
国
無
線
通
信
事
業
の
独
占
的
支
配
に
至
る
一
九
二
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
過
程
、
お
よ
び
そ
の
後
半
に
お
い
て
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
の
独
占
的
地
位
が
次
第
に
低
下
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
若
干
の
結
論
を
指
摘
し
て
結
び
と
し
た
い
。
　
○
産
業
に
お
け
る
独
占
の
形
成
過
程
と
技
術
革
新
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
存
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
電
気
通
信
産
業
と
り
わ
け
無
線
通
信
事
業
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
決
定
的
役
割
を
果
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
無
線
通
信
事
業
に
お
け
る
巨
大
企
業
の
成
立
過
程
は
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
特
許
支
配
、
特
許
訴
訟
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
巨
大
資
本
相
互
の
特
許
訴
訟
の
結
果
つ
く
ら
れ
た
無
線
特
許
ブ
ー
ル
は
、
重
要
な
特
許
を
ほ
と
ん
ど
集
中
し
て
し
ま
い
、
ブ
ー
ル
外
の
企
業
に
対
し
て
は
あ
ま
り
に
も
こ
え
が
た
い
障
壁
と
な
り
、
独
占
資
本
の
制
覇
と
発
展
を
決
定
的
に
保
証
す
る
基
盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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㈹
無
線
事
業
の
発
展
が
科
学
技
術
の
成
果
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
基
礎
科
学
の
研
究
か
ら
実
用
化
、
工
業
化
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
は
長
い
時
間
的
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
が
電
磁
誘
導
の
原
理
を
数
式
化
し
て
か
ら
一
五
年
後
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
が
電
磁
波
の
存
在
を
予
言
し
て
か
ら
実
に
五
五
年
後
に
ょ
う
や
く
ド
イ
ツ
の
ヘ
ル
ツ
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
実
験
に
よ
夕
証
明
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
自
然
科
学
の
研
究
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
実
用
の
段
階
に
至
る
ま
で
に
は
更
に
Ｉ
〇
年
を
要
し
、
そ
の
意
味
で
、
こ
の
科
学
者
、
発
明
家
た
ち
の
研
究
成
果
を
通
信
事
業
と
し
て
一
つ
の
産
業
に
ま
で
進
展
さ
せ
た
マ
ル
コ
ニ
ー
の
革
新
的
企
業
者
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
白
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
が
、
従
来
の
有
線
通
信
事
業
と
は
競
合
し
な
い
船
舶
通
信
に
お
い
て
ま
ず
最
初
の
発
展
機
会
を
つ
か
み
っ
つ
あ
っ
た
今
世
紀
初
頭
の
頃
に
は
、
ア
メ
リ
カ
電
気
業
界
の
主
要
企
業
は
ど
れ
も
こ
の
新
規
事
業
分
野
に
ま
だ
進
出
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
電
信
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
ュ
ニ
オ
ン
社
（
W
e
s
t
e
r
n
I
に
f
n
i
o
n
T
e
l
e
g
r
a
p
h
C
o
.
）
が
電
話
と
い
う
強
敵
に
お
び
や
か
さ
れ
、
そ
の
電
話
事
業
で
は
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
と
独
立
電
話
会
社
が
激
烈
な
競
争
状
態
に
あ
り
、
ま
た
電
気
機
器
製
造
分
野
で
は
Ｇ
Ｅ
と
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
が
交
流
の
採
用
を
め
ぐ
っ
て
特
許
争
い
を
続
け
て
お
り
、
か
く
て
既
存
の
電
気
通
信
会
社
は
、
未
だ
未
熟
な
初
期
の
発
展
段
階
に
あ
る
無
線
分
野
に
投
資
す
る
ほ
ど
強
力
な
地
位
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
無
線
に
お
け
る
技
術
革
新
は
急
速
に
進
展
し
、
ま
た
そ
れ
が
軍
事
目
的
に
利
用
さ
れ
る
に
及
び
、
国
家
利
益
の
擁
護
と
い
う
観
点
か
ら
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ル
コ
ニ
ー
社
に
よ
る
無
線
事
業
の
世
界
制
覇
は
強
力
に
阻
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
聯
第
一
次
大
戦
後
ま
も
な
く
海
軍
の
要
請
に
ょ
り
形
成
さ
れ
た
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
が
、
他
の
電
気
通
信
会
社
と
競
合
す
る
こ
と
な
く
米
国
無
線
事
業
を
ほ
ぼ
独
占
的
に
支
配
し
え
た
理
由
は
何
か
。
本
稿
の
主
た
る
関
心
も
、
実
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
一
般
に
、
電
気
通
信
事
業
の
生
成
・
発
展
に
お
け
る
基
本
的
行
動
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
∽
－304－
二
重
投
資
の
不
経
済
性
を
排
し
、
効
率
的
な
通
信
業
務
の
展
開
を
は
か
る
た
め
、
先
ず
同
一
の
技
術
、
同
一
の
施
設
、
同
一
の
通
信
方
式
と
い
っ
た
通
信
シ
ス
テ
ム
の
続
一
が
追
求
さ
れ
る
。
②
次
い
で
、
統
一
さ
れ
た
通
信
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
広
い
ほ
ど
効
用
は
増
大
す
る
た
め
、
全
国
的
、
国
際
的
通
信
領
域
の
拡
大
が
追
求
さ
れ
る
。
㈲
こ
う
し
て
一
つ
の
通
信
手
段
を
支
配
し
た
も
の
は
、
更
に
新
し
い
他
の
通
信
手
段
が
出
現
す
る
と
そ
れ
を
も
包
含
し
て
独
占
の
維
持
を
は
か
る
よ
う
行
動
す
る
。
以
上
三
つ
の
過
程
を
経
て
電
気
通
信
事
業
は
最
終
的
に
は
単
一
経
営
主
体
に
統
合
さ
れ
、
こ
の
産
業
が
自
然
独
占
産
業
（
n
a
t
u
r
a
l
m
o
n
o
p
o
l
yi
n
d
u
s
t
r
y
)
と
呼
ば
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
電
気
通
信
事
業
に
お
い
て
は
出
面
の
点
は
と
も
か
く
第
㈲
の
点
に
反
し
て
、
電
信
、
電
話
、
お
よ
び
無
線
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
の
私
企
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
第
一
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
相
互
認
可
協
定
を
通
じ
て
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
ｌ
Ｗ
Ｅ
社
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
Ｉ
Ｇ
Ｅ
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
と
い
う
よ
う
に
通
信
事
業
と
通
信
工
業
と
の
垂
直
的
な
続
合
関
係
が
強
化
さ
れ
た
点
は
第
二
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
基
盤
は
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
確
立
さ
れ
、
そ
れ
に
至
っ
た
過
程
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
う
・
し
た
専
業
化
を
通
じ
て
技
術
的
統
一
性
が
ど
の
程
度
確
保
さ
れ
、
ま
た
各
シ
ス
テ
ム
間
の
競
争
を
通
じ
て
米
国
通
信
事
業
の
効
率
性
が
ど
の
程
度
進
展
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
我
国
お
よ
び
他
の
西
欧
諸
国
と
の
比
較
研
究
を
通
じ
て
更
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
　
㈲
最
後
に
、
最
近
の
経
営
史
研
究
に
お
い
て
は
政
府
と
企
業
と
の
関
係
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
が
、
▽
几
二
〇
年
代
半
ば
以
降
に
お
け
る
無
線
事
業
の
進
展
と
そ
れ
に
応
じ
た
政
府
規
制
の
強
化
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
　
無
線
通
信
事
業
に
お
け
る
政
府
規
制
の
第
一
歩
は
、
一
九
一
〇
年
の
保
安
法
令
と
し
て
の
船
舶
無
線
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
無
線
技
術
が
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
に
お
い
て
急
激
な
進
展
を
示
す
に
至
り
、
一
九
二
七
年
に
Ｆ
Ｒ
Ｃ
（
F
e
d
e
r
a
l
R
a
d
i
o
C
o
m
m
i
s
s
-
－305 －
i
o
n
’
連
邦
ラ
ジ
オ
委
員
会
）
が
設
置
さ
れ
、
「
公
共
利
益
、
便
宣
性
、
必
要
性
」
の
観
点
か
ら
放
送
を
認
可
し
た
り
、
修
正
し
、
拒
否
し
、
あ
る
い
は
取
り
消
す
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
、
周
波
数
と
送
信
電
力
を
定
め
、
局
に
よ
り
送
信
さ
れ
る
べ
き
地
域
の
制
定
、
放
送
ネ
ッ
ト
網
に
携
わ
っ
て
い
る
局
を
管
理
す
る
特
別
調
査
や
放
送
局
の
位
置
を
決
定
し
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
に
よ
る
独
占
を
排
除
し
つ
つ
営
利
事
業
た
る
放
送
企
業
の
管
理
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
一
九
二
四
年
に
設
置
さ
れ
た
Ｆ
ｃ
ｃ
(
F
e
d
e
r
a
l
9
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
'
連
邦
通
信
委
員
会
）
は
、
そ
う
し
た
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
に
お
け
る
競
争
の
拡
大
に
対
す
る
監
督
権
限
を
行
使
し
た
の
み
な
ら
ず
、
同
事
業
が
民
間
放
送
と
い
う
公
共
的
色
彩
を
強
く
有
す
る
た
め
放
送
局
間
の
大
気
中
の
電
波
の
分
配
に
深
い
関
心
を
寄
せ
た
。
更
に
Ｆ
Ｃ
Ｃ
は
、
放
送
番
組
や
放
送
内
容
に
つ
い
て
も
道
徳
的
立
場
か
ら
調
査
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
他
方
、
政
府
や
広
告
主
に
対
立
す
る
放
送
局
の
権
利
を
守
り
、
人
口
の
少
な
い
地
域
の
利
益
に
つ
い
て
も
充
分
な
配
慮
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
問
題
は
第
二
次
大
戦
後
、
ラ
ジ
オ
に
か
わ
っ
て
テ
レ
ビ
放
送
が
商
業
べ
Ｉ
ス
で
可
能
に
な
っ
た
時
点
で
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
た
今
後
に
残
さ
れ
た
興
味
あ
る
研
究
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
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